
(注1)あくまでも事例の域を出ない。病態特性や施設特性、算定方式で大きくばらつくことが想定される

(注2)秘匿性のある協力医療機関の経営情報(取引価格や収益構造等)に関わるため内訳は割愛をしている

(注3)倍数算定にあたり、間接原価の範囲は変化無しと設定し、また補助金・助成金の補正を行っている

(注4)倍数算定の基礎情報のうち、資源消費（診療時間の変化等）は各施設・担当者の自己申告に基づく
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訪日外国人の診療価格の概算のケース例「参考値」

（単位：日本人の診療報酬に対する相対的倍数＝原価増加＋原価追加）
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(参考:訪日外国人の診療価格の算定ケースの例)

【予定】
今後、さらにサン

プル規模を拡大し、
ケースの精緻化や算
定方法の影響等を検
討する予定である
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ERCP：内視鏡的逆行性胆管膵
管造影(Endoscopic Retrograde 
Cholangiopancreatography)

【補足】
価格設定や請求方

法は、各医療機関の
経営的な裁量で判
断・決定をすべきと

考えられる

※表記方法：「原価
追加」の価格分は、
「原価増加」分との
合算時に、絶対値を
倍数値に換算した

特異的なｹｰｽ 特異的なｹｰｽ

一般的なｹｰｽ一般的なｹｰｽ


